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————　ごあいさつ　————
　いよいよ令和15年に向けて、20年に1度の第63回神宮式年遷宮の
ご準備が始まりました。
　「式年遷宮」は、古代からの様式そのままに新しい神殿を造り、御装
束神新宝を調進し、神様がお宮を遷る神宮最大のお祭りです。お木曳は
神殿の御用材を奉納する奉仕作業が民族行事となったものであり、
神領民としての誇りであり、伊勢の地ならではの大切な行事です。
　第63回神宮式年遷宮のお木曳行事においても「特別神領民」を受
け入れることになりました。全国の崇敬者の皆様が快く参加され、20年
に1度しかないこの素晴らしい行事を体験し、感動を共有いただけ
ればと存じます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　神宮式年遷宮用材奉曳本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　神宮式年遷宮用材奉曳団連合会

————　お木曳について　————
　伊勢の神宮では20年に1度、御正殿以下の御社殿や御装束・神宝
をはじめ一切を一新して、清々しい新宮へ大御神さまにお遷り戴く
おまつりが執り行われています。このおまつりを式年遷宮といい、
今から1,300年前に天武天皇がお定めになり、持統天皇の御代に第1
回が行われ、絶えることなく連綿と受け継がれてきました。令和15年
秋に斎行となる第63回神宮式年遷宮は、令和6年4月に天皇陛下より
御聴許を賜り、以後令和7年山口祭・木本祭が斎行され、今後も遷
宮の諸祭・諸行事が続き、着々とそのご準備が進められています。
　そのような中、本年も昭和48年の第60回神宮式年遷宮から続く、
全国の崇敬者の皆さまが参加できる「特別神領民」制度を設けて戴け
ることとなり、翌年5月から6月にかけて多くの崇敬者の皆さまが全国
から伊勢に集い、ご奉仕する機会を得ます。
　そして令和9年5月から6月にかけても、本年第一次と同様に
第二次お木曳行事が実施され、「特別神領民」を募集することとなり
ます。全国より1人でも多くの皆さまにご参加戴き、民族の一大祭典で
ある神宮式年遷宮に心からなる奉賛の誠を捧げて戴きますよう、ここ
にご案内申し上げます。

—————————————————————————————————————————————

伊勢の民俗行事「お木曳行事」に関して
下記URLまたはQRコードよりご覧いただけます。ご参照くださいませ。

https://isesengu.jp/okihiki.html

旅行代金

旅行実施日

旦飯野神社宮司と行く
「お木曳行事」伊勢神宮参拝2日間

令和八年　第六十三回神宮式年遷宮

2026年5月29日（金）～5月30日（土）

８８，０００円（大人お一人様　２名１室利用）
※１日目夕食は、オプション対応となります。裏面ご覧ください。
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。
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搬
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1名1室利用　＋1,500円(2泊分)

20年1度の

素晴らしい行事を体験

貴重な機会となっております。


